
（令和６年度越谷市（令和６年度越谷市環環
かんかん

境境
きょうきょう

教教
きょうきょう

育育
いくいく

白白
はくはく

書書
しょしょ

をを参参
さんさん

考考
こうこう

にに作作
さくさく

成成
せいせい

））

※※数数
すうすう

値値
ちち

がが低低
ひくひく

いほど川がきれいで、数値が高いほど川が汚れています。いほど川がきれいで、数値が高いほど川が汚れています。

ＢＯＤ　10 ｍｇ /LＢＯＤ　10 ｍｇ /L 以以
いい

上上
じょうじょう

で悪臭を放ちます。　　３ｍｇ /L 以上で川の水をきれいにするのがで悪臭を放ちます。　　３ｍｇ /L 以上で川の水をきれいにするのが難難
むずかむずか

しいです。しいです。

　　　　５ｍｇ /L　　　　５ｍｇ /L 未未
みみ

満満
まんまん

でコイやフナがすめる。 ３ｍｇ /L 未満でアユがすめる。でコイやフナがすめる。 ３ｍｇ /L 未満でアユがすめる。

（（埼埼
さいさい

玉玉
たまたま

県県
けんけん

環環
かんかん

境境
きょうきょう

白白
はくはく

書書
しょしょ

　　令令
れいれい

和和
わわ

６年６年度度
どど

版版
ばんばん

より）より）

生活はい水生活はい水

（台所・洗たく・ふろ・トイレ）（台所・洗たく・ふろ・トイレ）
73%73%

産業はい水産業はい水

畜産系畜産系
6%6%

その他その他
8%8%ちく さん けいちく さん けい

たた

さんぎょうさんぎょう

（工場等からのはい水）（工場等からのはい水）
13%13%

こう じょうとうこう じょうとう

だいどころだいどころ せんせん

川のよごれの原
げん

因
いん

へいせい れい わ

Ｂ
Ｏ
Ｄ
［

ｍ
ｇ

/L
］

ミ
リ
グ
ラ
ム
パ
ー
リ
ッ
ト
ル （
濃
さ
を
表
す
数
字
）

こ

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

4.5

5

平成14年 平成18年 平成22年 平成26年 平成30年 令和４年 令和５年

古利根川 新方川 元荒川 綾瀬川 中川
ふる と  ね にいがた  もとあら あや せ

越谷市の主
おも

な川のＢ
ビー

Ｏ
オー

Ｄ
ディー

（川の汚
よご

れ）の変
へん

化
か

越谷市では川を守
まも

るために、

毎日川の水
すい

質
しつ

を調
しら

べています。

以
い

前
ぜん

は悪
あく

臭
しゅう

を放
はな

っていた川もあ

りましたが、少しずつきれいな

川になってきました。

わたしたちは川の水を利
り

用
よう

し

て生活しています。これからも

川と付
つ

き合っていくために、わ

たしたちができることを考える

必
ひつ

要
よう

があります。

川の水
す い

質
し つ

の変
へ ん

化
か
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越谷市の川のきれいさについて（令
れい

和
わ

５年度）

新
方
川

新
方
川

にいが
た
が
わ

にいが
た
が
わ

八条用水

八条用水

はちじょう

はちじょう

綾
瀬
川
綾
瀬
川

あ
や  

せ 

が
わ

あ
や  

せ 

が
わ

東
京
葛
西
用
水

東
京
葛
西
用
水

と
う
きょう   

か  

さ
い 

と
う
きょう   

か  

さ
い 

葛
西
用
水（
逆
川
）

葛
西
用
水（
逆
川
）

   

か  

さ
い 

　
　
　
　
　さか
さ
が
わ

   

か  

さ
い 

　
　
　
　
　さか
さ
が
わ

末
田
大
用
水

末
田
大
用
水

   

す
え   

だ

   

す
え   

だ

谷
古
田
用
水

谷
古
田
用
水

や     

こ   

た

や     

こ   

た

四
ヶ
村
用
水

四
ヶ
村
用
水

須賀用水須賀用水
す    が   ようすい
す    が   ようすい

古利根川古利根川
ふる    と     ね   がわ
ふる    と     ね   がわ

元荒川元荒川もと あら かわ
もと あら かわ

元荒川元荒川
もと あら かわもと あら かわ

元荒川
元荒川

もと あら かわ

もと あら かわ

大吉調節池大吉調節池
おおよしちょうせつ   ちおおよしちょうせつ   ち

大相模調節池大相模調節池
おお   さ   がみおお   さ   がみ

中
川
中
川

な
か
が
わ

な
か
が
わ

佐
藤
橋

佐
藤
橋

   

さ

　
と
う

   

さ

　
と
う

三
野
宮
橋

三
野
宮
橋

   

さ
ん   

の    

み
や

   

さ
ん   

の    

み
や

古
利
根
橋

古
利
根
橋

   

ふ
る  

と      

ね

   

ふ
る  

と      

ね

せ
ん
げ
ん
橋

せ
ん
げ
ん
橋

新
平
和
橋

新
平
和
橋

ふ
れ
あ
い
橋

ふ
れ
あ
い
橋

昭
和
橋

昭
和
橋

中
島
橋

中
島
橋

吉
越
橋

吉
越
橋

綾
瀬
橋

綾
瀬
橋

   

へ
い

　
わ

   

へ
い

　
わ

   

し
ょ
う 

わ

   

し
ょ
う 

わ

   

な
か
じ
ま

   

な
か
じ
ま

   

よ
し
こ
し

   

よ
し
こ
し

とてもきれいとてもきれい

きれいきれい

ややよごれているややよごれている

とてもよごれているとてもよごれている

どの川が、きれい？
どの川が、きれい？

0 １ｋｍ
（1000ｍ）

川口市川口市
かわぐちかわぐち

春日部市春日部市
かすか  べかすか  べ

松伏町松伏町
まつぶしまつぶし

草加市草加市
そう  かそう  か

吉川市吉川市
よしかわよしかわ

さいたま市さいたま市

市内に５つの大きな川（１級
きゅう

河
か

川
せん

）が流

れ、越谷市は昔
むかし

から「水
すい

郷
ごう

こしがや」と言

われてきました。

鉄
てつ

道
どう

や道
どう

路
ろ

が発
はっ

達
たつ

する前は、川を利
り

用
よう

し

た船
ふね

が大
だい

事
じ

な輸
ゆ

送
そう

方
ほう

法
ほう

でした。

また、人々は川から水田に用水を引き、

稲
いな

作
さく

をしていました。豊
ゆた

かな水は多くの実
みの

りをもたらしました。

しかし、一方で大雨により、川の水があ

ふれ、こう水になることがありました。

わたしたちと川

わたしたちの川と水
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毎年、越谷市で行っている水
みず

辺
べ

の観
かん

察
さつ

会
かい

では、様
さま

々
ざま

な生き物が見られます。カ

ルガモ、アオサギ、カワセミなど多くの鳥
ちょう

類
るい

やイタチやヘビなどもいます。水の

中にはハゼやコイ、テナガエビ、タニシ、カワトンボの仲
なか

間
ま

などが生
せい

息
そく

しています。

しかし、はんしょく力が強かったり、他
ほか

の種
しゅ

を食べたりするために、元
もと

々
もと

越谷

市にいなかった外
がい

来
らい

の動
どう

植
しょく

物
ぶつ

（特
とく

に特
とく

定
てい

外
がい

来
らい

生
せい

物
ぶつ

）が問
もん

題
だい

になっています。

川
か わ

辺
べ

の生き物
も の

川
かわ

沿
ぞ

いや池
いけ

では、多くの人がジョギングやサイクリング、釣
つ

り、カヌー、ヨッ

トなどのレジャーを楽しんでいます。また、河
かわ

原
ら

では花見をしたり、数
かず

々
かず

のイベ

ントが開
ひら

かれたりして、人びとの憩いの場となっています。

地いきの憩
い こ

いの場

シラコバトシラコバト カワセミカワセミ マガモマガモ

サギとカルガモサギとカルガモ フナ（コイフナ（コイ科科
かか

）） スズキ（スズキ科）スズキ（スズキ科）

アレチウリアレチウリ

オオクチバスオオクチバス

大相模大相模調調
ちょうちょう

節節
せつせつ

池池
ちち

でのカヌーでのカヌー体体
たいたい

験験
けんけん

てしごと市てしごと市元荒川の桜堤元荒川の桜堤
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①定
てい

期
き

的
てき

に川の汚
よご

れ具
ぐ

合
あい

を調
しら

べています。

②川をよごさないように、各
かく

家
か

庭
てい

に広
こう

報
ほう

紙
し

などでよびかけています。

③工場の立ち入り検
けん

査
さ

をして、よごれた水を流
なが

さないように注
ちゅう

意
い

しています。

④他
ほか

の市や町と協
きょう

力
りょく

して公
こう

共
きょう

下
げ

水
すい

道
どう

をつくり、よごれた水をきれいにして川
に流しています。

越谷市では、川を守
まも

るために、次
つぎ

のようなことを進めています。

また、地いきの人も河原の環境を守るために様
さま

々
ざま

な

活動を行っています。埼
さい

玉
たま

県
けん

生
せい

態
たい

系
けい

保
ほ

護
ご

協
きょう

会
かい

越
こし

谷
がや

支
し

部
ぶ

では、年に数回、葛
か

西
さい

用
よう

水
すい

などで元
もと

々
もと

越谷市に生
せい

育
そく

し

ているキタミソウなどを守るために、外
がい

来
らい

種
しゅ

のオオオ

ナモミの除
じょ

草
そう

やせいそう活動などを行っています。

川を守
ま も

る

当たり前にあったのが、当たり前でなくなりました。私が子ども
の時にはたくさんの生き物がいて、川の魚も食べていました。しかし、

一時
じ

期
き

、農
のう

薬
やく

の空
くう

中
ちゅう

散
さん

布
ぷ

が行われたことによって、トンボやアメンボなど
の生き物が見られなくなりました。今は以

い

前
ぜん

よりも環
かん

境
きょう

に配
はい

慮
りょ

した農薬を
使
つか

うようになり、生き物が戻
もど

ってきました。またクワガタやトンボなどが
見られるとうれしくなります。

人間しか生きられない環境はおかしいです。生き物は多
た

様
よう

にくらしてい
るので、たくさんの人たちに自

し

然
ぜん

と関
かか

わってほしいです。

埼玉県生態系保護協会越谷支部の人の話

0

60

65

70

75

80

85

90

平成12 平成17 平成22 平成27 令和２ 令和５

（％）（％）

へいせいへいせい れい われい わ

越谷市の下水道の広がり方越谷市の下水道の広がり方

人口ふきゅう率（公共下水道が使える人の割合）人口ふきゅう率（公共下水道が使える人の割合）
りつりつ つかつか わりあいわりあいこうきょうこうきょう

（下水道（下水道経経
けいけい

営営
えいえい

課課
かか

より）より）

河原の環境を守るための活動河原の環境を守るための活動

マンホールのふたマンホールのふた
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越谷市は平らで低
ひく

い土地のため、水がたまり

やすい地形です。また、川がゆるやかで水が流
なが

れにくい特
とく

ちょうがあります。そのため、昔
むかし

か

ら越
こし

谷
がや

市
し

は水
すい

害
がい

になやまされてきました。市で

は、国や県、周
しゅう

辺
へん

自
じ

治
ち

体
たい

と連
れん

けいし、対
たい

策
さく

に取
と

り組んでいます。

水
す い

害
が い

から守
ま も

る

大雨によるひ害大雨によるひ害

調節池はより安
あん

全
ぜん

なまちづくりのために、川に流れる水の量
りょう

を調節する大

きな池
いけ

です。

キャンベルタウン野
や

鳥
ちょう

の森のとなりにある大
おお

吉
よし

調
ちょう

節
せつ

池
ち

は、新
にい

方
がた

川
がわ

の水の量

を調節しています。また、中
ちゅう

心
しん

にはうき島
しま

があり、たくさんの鳥や虫の生活

の場となっています。この島は周
まわ

りが水で囲
かこ

まれていて、人が入れないよう

になっているため、生き物
もの

が自
し

然
ぜん

のまま暮
く

らすことができます。

レイクタウンにある大
おお

相
さが

模
み

調
ちょう

節
せつ

池
ち

は、元
もと

荒
あら

川
かわ

の水害から守るためにつくら

れました。自然再
さい

生
せい

ゾーンでは、昔から越谷市にいる生き物が生き続
つづ

ける環
かん

境
きょう

を守っています。

①２つの調
ちょう

節
せ つ

池
ち

大相模調節池のうき島大相模調節池のうき島

大吉調節池（大吉調節池（通通
つうつう

常常
じょうじょう

時時
じじ

）） 大吉調節池（大吉調節池（雨雨
うう

天天
てんてん

後後
ごご

））

16

通
つう

常
じょう

、小さい川の水は大きい川に流れます。しかし、大雨がふると大きい

川から小さい川へと逆
ぎゃく

流
りゅう

してしまうことがあります。逆流すると小さい川はあ

ふれ、こう水につながります。水害から守るために、大雨のとき、市内にある

33か所
しょ

のポンプ場では小さい川の水を大きい川へ流しています。

③ポンプ場

市内の雨水ポンプ場市内の雨水ポンプ場 その施設その施設

放水路は、大雨の時に川があふれないよう

に、別
べつ

の大きな川などに水を放流する人工の

水路です。東
とう

京
きょう

外
がい

郭
かく

環
かん

状
じょう

道
どう

路
ろ

沿
ぞ

いに綾
あや

瀬
せ

川
がわ

放

水路、春
かす

日
か

部
べ

市の地下 50 ｍに首
しゅ

都
と

圏
けん

外
がい

郭
かく

放
ほう

水
すい

路
ろ

があります。

④放
ほ う

水
す い

路
ろ

首都圏外郭放水路首都圏外郭放水路

（（提提
ていてい

供供
きょうきょう

：： 国国
こくこく

土土
どど

交交
こうこう

通通
つうつう

省省
しょうしょう

江江
ええ

戸戸
どど

川川
がわがわ

河河
かか

川川
せんせん

事事
じじ

務務
むむ

所所
しょしょ

））

市内の小中学校 44校中 41校が、学校の外に流
なが

れ出す雨水の量を一
いっ

定
てい

にし、

ふった雨を一
いち

時
じ

的
てき

にためています。広いグラウンドを利
り

用
よう

すると、浅
あさ

い水
すい

深
しん

で

も多くの雨水をためることができ、水害の心
しん

配
ぱい

をへらしてくれます。広い学校

では、3300 ｔ
トン

（25 ｍ
メートル

プール約
やく

６個
こ

分
ぶん

）もの水をためることができます。

②学校ちょりゅう

雨がふる前の雨がふる前の校校
こうこう

庭庭
ていてい

雨がふった後の校庭雨がふった後の校庭
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